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水口支店承認

38
差出有効期間
平成23年 6 月
30日まで

（　　　　　）切手を貼らずに
お出しください

（山折り）

下記のとおり封筒を作ってください。
①キリトリ線に沿って切り、中央を山折りにしてください。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせてください。
③切手は貼らずにそのままポストへ投函してください。
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料金受取人払郵便
より良いまちづくりへ
あなたの声を
お聞かせください

　

市
で
は
、市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、市
政
に
関
す
る
ご
意
見
を
い
た

だ
く「
市
長
へ
の
手
紙
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。「
市
長
へ
の
手
紙
」は
日

ご
ろ
市
民
の
皆
さ
ん
が
、市
政
に
つ

い
て
考
え
て
い
る
こ
と
、気
が
つ
い

た
こ
と
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
市
政
に
参
加

し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。ぜ
ひ
、市
長
に
お
手
紙
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、本
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
お
名
前
は
掲
載
し
ま
せ
ん
。ま
た
、

要
旨
で
の
掲
載
に
な
り
ま
す
。）

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」は
、こ
の
ペ
ー

ジ
の
用
紙
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、

各
支
所
な
ど
に
備
え
付
け
の
様
式

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、返
信
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、お
手
紙
に
は
必
ず
住

所
・
氏
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

問
い
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せ
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年末の交通安全県民運動
12月１日（水）～31日（金）

■飲酒運転の根絶
■高齢者の交通事故防止
■�全席シートベルト、チャイルドシートの
正しい着用の徹底
■�夕暮れ時、夜間における交通事故防止
　（前照灯早め点灯の実施）
※�交差点等での右左折時は、早めに方向指
示器を出すなど、気配り、心配りのある運
転を心掛けましょう。

県土木交通部交通政策課
☎ 077-528-3682
生活環境課　☎ 65-0686   63-4582

問い合わせ

実施期間

運動の重点項目

平成22年12月1日
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市長への手紙

住　
　

所

氏　

名

電　

話

性　

別

年　

齢

〒

男・女

歳

◎公表してもよい方は下記の「公表してもよい」に
　公表してほしくない方は「公表しないでほしい」に○印を
　つけてください。

内容の公表 公表してもよい ・ 公表しないでほしい

経費509円に
対し、

収入は143円
（1人当たり

）

〜コミュニティバ
スの運行状況〜

　コミュニティバスは、市民の日常生活の移動に
重点をおいた交通機関と位置づけ、市内全域で運
行しています。マイカーの普及や少子化の影響な
どにより利用者数が伸び悩む一方、社会情勢の変
化等により、ニーズは多様化しています。
　平成21年度の運行経費は、約3億2,936万円であ
り、そのうち運賃等の収入は約9,223万円と、経費
に占める収入の割合は約28%となっています。経
費から収入を差し引いた欠損額の多くは、市の補
助金（県補助金を含む）によって賄われています。
　利用者数は、64万7,434人であり、1人あたりの
運行経費508.7円に対し、運賃収入は142.5円と
なっています。
　進展する高齢化社会等により、自動車の運転を
されない方が増加することが予想され、日常生活
（通院や買い物等）において、コミュニティバスの
運行は必要不可欠となり、果たす役割もますます
重要なものとなってきます。
　利用頻度やニーズに応じた効率的できめ細やか
な公共交通の実現をめざすため、平成22年10月1
日から信楽地域の一部で乗合タクシー『コミタク』
（予約制で運行するタクシー車両を利用した公共
交通。バスと同様に停留所や走るルート、時間が決
まっています。）の実証運行を開始しました。今後
は、市に適したシステムとなるよう検証しながら、
本格運行、他の地域への拡大も進めて行きたいと
考えています。
　コミュニティバスやコミタク、鉄道等の公共交
通機関それぞれの役割、特性を生かしながら、利便
性の高い公共交通体系を確立していきますが、安
全・安心な公共交通の維持には皆さんのご利用が
必要となります。より多くの方のご利用をお願い
します。

　　　　 　　 政策推進室　交通政策係
☎ 65-0672   63-4554
問い合わせ

H21年度
運行経費 （a） 3億2936万3千円

運賃等収入 （b） 9223万5千円

欠損額 （c=a-b） 2億3712万8千円

補助金額 （d） 2億2940万円

乗車人数 （e） 64万7434人
1
人
当
た
り

運行経費/人 （f=a/e） 508.7円

運賃収入/人 （g=b/e） 142.5円

欠 損 額/人 （h=f-g） 366.2円

皆さんのご利用が運営を支えます

平成22年12月1日


